
氏名 高橋春成

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

博士（文学）　　（広島大学、論文博第２３８６号）

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、地理科学学会、ヒトと動物の関係学会、野生生物保護学
会、日本哺乳類学会、広島史学研究会

風土の中の生き物との関わり、地域づくりと野生動物との共存、外来種問題

広島大学大学院文学研究科博士課程後期地理学単位修得満期退学
博士（文学）　　（論文博第２３８６号）最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

生物地理学、文化地理学

① 文部科学省の科学研究費補助金（基盤研究（C）を受け、「GPSテレメトリーによる農業被害多
発地域におけるイノシシの生態解明」（研究代表者）を研究課題に調査・研究を行った。当研究
は、我国の中山間地域におけるイノシシの農業被害の増大の要因分析と効果的な対応策の策定の
ために、最新技術のGPSテレメトリー調査によるイノシシの生態解明を主目的としている。
　
② 農林水産省（国補事業）からの受託研究で、「イノシシの生態解明と農作物被害防止技術の開
発」（農業技術研究機構・仲谷淳が研究代表者）を研究課題に調査・研究を行った。当研究は、
積雪をみる我国の中山間地域におけるイノシシの分布拡大の要因分析と農業被害への効果的な対
応策の策定を具体化させることを目的としている。

③ （財）日本自然保護協会の自然保護助成基金を受け、「住民参加型のシシ垣遺構調査と現代的
意義を考える」（研究代表者）を研究課題に調査・研究を行った。当研究は、江戸時代などに構
築されたシシ垣を題材に、歴史的遺産としての評価とともに、現代の獣害対策に関わっての評価
や里山の景観要素としての評価などを、地域住民参画のもとに検討することを目的としている。

① 特にゼミ活動（演習）では、「風土の中の生き物との関わり」、「地域づくりと野生動物との
共存」、「外来種問題」などをテーマに、現地に出かけて、地域の人びとの参画も得て、実践的
な調査・研究の取り組みを行っている。その中で、調査・研究の成果を地域に還元したり、ボラ
ンティア活動として被害対策に貢献している。

② 講義においては、毛皮や頭骨などの生物標本を回覧することによって五感で体感できる学習、
現場の様子がわかるパワーポイントやビデオなどによる学習を導入し、学生が講義内容を効果的
に理解できるように工夫している。

① 学会関係：地理科学学会評議員、ヒトと動物の関係学会評議員、広島史学研究会評議員、日本
哺乳類学会移入種検討委員会委員、野生生物保護学会編集委員

② 審議会委員など：農林水産省「農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー」、滋賀県環境審議会委
員、滋賀県環境審議会自然環境部会長、滋賀県外来種問題検討委員会委員、滋賀県生きもの総合
調査専門委員、奈良県自然環境保全審議会委員、奈良県自然環境保全審議会鳥獣部会長職務代
理、大阪府イノシシ保護管理計画検討委員会座長、和歌山県イノシシ保護管理計画検討会委員

③ 市民講座など：米原市講座（米原市伊吹山文化資料館）、奈良大学世界遺産公開講座（奈良市
なら奈良館）、行政によるイノシシ・サル・シカ被害対策研修会での講演４回（亀岡市、米原
市、高島市、野洲市）

ハンドボール部顧問、写真部顧問、アドベンチャーサークル顧問



単著､
共著
の別

① 人と生き物の地
理

単

② 里中に侵入する
イノシシ問題

共

③ 生きもの秘境の
たび

単

① 滋賀県のイノシ
シ問題

単

② シシ垣ネット
ワークの取り組
み‐住民参加型
のシシ垣遺構調
査と現代的意義
を考える

単

③ 放置竹林とイノ
シシの関係

共

④ Trials to
development
for a GPS
attachment of
wild boar (Sus
scrofa)

共

① 今日の地域社会
におけるイノシ
シとのかかわり

単

② イノシシと人間
の共生

単

GPSを使用したイノシシの生態調査にお
けるGPS機器の脱落防止技術を、装着ベ
ストの開発を通して分析した。
（Masahiko Takeuchi, Shunjo
Takahashi, Seigen Yamanaka and
Hironori Ueda）

耕作放棄地や放置竹林の拡大とイノシシ
による農業被害の拡大の因果関係を、地
域住民の参画を得て調べ、地域づくりか
らイノシシ被害への取り組みをする重要
性を指摘した。

イノシシとの共生について、従来の獣害
対策と食肉利用といった二面的なアプ
ローチに加え、生物多様性をキーワード
としたアプローチの重要性を指摘した。

GPSテレメトリー調査による生態解明の
分析を通して、滋賀県のイノシシの分布
拡大と農業被害増の関係を論じた。

江戸時代などに構築されたシシ垣を題材
に、今日の獣害対策に関わる現代的価値
の創出、里山の景観要素としての価値な
どについて論じた。

モウソウチク、マダケ、ハチクの放置竹
林が、イノシシの餌場としてどのように
季節利用されているかについて論じた。
（安藤誠也との連名）

地理学の一分野である生物地理学につい
て、研究内容を整理するとともに、学問
的・社会的にニーズが高まる現代的な
テーマを提起する内容となっている。

特集：‘動物反乱と森の崩壊’の中で、
「里中に侵入するイノシシ問題」(27-
35p）と題して執筆した。里山や里中の
土地利用の変化、地域社会の変化とイノ
シシによる農業被害の関係に注目した。
（増山雄士との連名）

叢書：地球発見シリーズの一冊として執
筆したもので、日本と世界各地の秘境の
めずらしい生きものと人びとの暮らしぶ
りを紹介する内容となっている。
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称

2007年2月
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発行所、発表雑誌等
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称
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『資源人類学』７
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2006年7月

2007年1月

国際イノシシ学会
（於、キプロス）

朝日新聞社

2006年10月

2006年11月

2006年11月

2006年10月

古今書院2006年5月

日本昆虫学会近畿支
部会

野生生物保護学会

野生生物保護学会



③ 住民参加型のシ
シ垣遺構調査と
現代的意義を考
える

共

④ 積雪中山間地域
におけるイノシ
シの行動及び生
態学的特性の解
明

単

⑤ 積雪地周辺のイ
ノシシの行動

単

⑥ 害獣から作物
守ったシシ垣

単

江戸時代などに構築されたシシ垣を題材
に、歴史的遺産としての評価とともに、
現代の獣害対策に関わっての評価や里山
の景観要素としての評価などを、地域住
民参画のもとに検討した。

積雪をみる我国の中山間地域におけるイ
ノシシの分布拡大の要因分析と農業被害
への効果的な対応策についてまとめた。

同上2007年3月

（財）日本自然保護
協会の自然保護助成
基金による報告書
30p

農林水産省（国補事
業）の受託研究「イ
ノシシの生態解明と
農作物被害防止技術
の開発」の平成18年
度報告書

農林水産省（国補事
業）の受託研究「イ
ノシシの生態解明と
農作物被害防止技術
の開発」の冊子

2007年1月

2007年2月

2007年1月 滋賀民報 我国におけるイノシシと人の攻防史と猪
（シシ）垣が果たしてきた役割について
執筆した。


